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要旨―国際非電離放射線防護委員会（ICNIRP）はこの声

明において、非電離放射線（NIR）防護についてのガイダ

ンスを提供するための、その構成、活動、および一般的ア

プローチを提示している。この声明は、ICNIRP の独立性

を強調し、商業的またはその他の既得権がないことにつ

いての原則および要件を提示している。ICNIRP の資金調

達の取り決め、ならびに他の諮問機関および放射線防護

当局との協働についても記述している。この声明は、

ICNIRP が作成するガイダンス文書の種類、ならびに科学

的証拠の評価における一般的アプローチも示している。 
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序文 

国際非電離放射線防護委員会（ICNIRP）は、非電

離放射線（NIR）の悪影響に対する人々と環境の防

護についての科学に基づく助言を策定し、これを広

める独立した組織である。ICNIRP の権限の範囲に

は、3 ペタヘルツ（PHz）［訳注：1015 Hz］以下の電

磁放射および電磁界（静的、超低周波および高周波

の電磁界、ならびに赤外線、可視光線および紫外線

で構成される）、更には超低周波音（周波数が 20 Hz
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未満）および超音波（周波数が 20 kHz 超）の力学波

が含まれる。 

ICNIRP は、NIR 防護についての協働・協議組織

として、世界保健機関（WHO）、国際労働機関（ILO）、

および欧州連合（EU）に正式に認められている。

ICNIRP は NIR 防護の推進という主な目的を以下に

よって実施している： 

・ 科学に基づく NIR 防護原則の策定； 

・ NIR 防護についての独立した科学的ガイダ

ンスおよび推奨事項の提示； 

・ NIR と健康についての科学的報告書の発行； 

・ 科学的セミナーならびに教育的ワークショ

ップおよび会議の実施； 

・ NIR に対する防護についての科学コミュニ

ティおよび一般公衆への情報提供 

 

全ての科学および科学的評価と同様に、ICNIRP

の業務が客観的に、また人々と環境の便益について

のバイアスなしに実施されことは非常に重要であ

る。本稿は、ICNIRP のガバナンスおよび NIR 防護

の独立したシステムを記述することにより、

ICNIRP の行為と業務について誤解があるという認

識を高め、それに対処することを目的としている。 

 



誰が ICNIRP を形成しているのか？ 

ICNIRP 委員会は、確立された科学的原則に基づ

くガイダンスおよび推奨事項を作成する、独立した

中立的な科学組織として設立されている。この目標

を達成するため、ICNIRP は独立した専門家の科学

的知識および判断に依拠している。委員会のメンバ

ーは、NIR 防護に関連した科学分野の専門家で、こ

れには生物学、疫学、物理学、工学、化学、および

医学が含まれる。ICNIRP における会員資格は、商

業的またはその他の既得権がない科学的専門家に

限定される。候補者は、各国のまたは国際的な放射

線防護組織（例：国際放射線防護学会（IRPA））、あ

るいは現行の ICNIRP メンバーが推薦することがで

きる。 

委員会による証拠の評価および適切な NIR ガイ

ダンスの作成を支援するため、ICNIRP は、委員会

の現在および近い将来の活動において有益と思わ

れる、異なる専門性を有する卓越した科学者で構成

される科学専門家グループ（SEG）を設置している。

SEGメンバーは ICNIRPの主委員会のメンバーと共

にプロジェクトグループを構成し、ガイダンス文書

を作成する。 

ICNIRP 委員会または SEG のメンバーは、専門性

の適切なバランスを達成し、メンバーの科学的独立

性を担保するように指名される。性別のバランスお

よび地理的な代表性も考慮される。但し、ICNIRP メ

ンバーは出身国または所属機関の代表ではないと

いう点に留意することが重要である。 

ICNIRP は、定款ならびに独立性および透明性へ

のコミットメントを概説する憲章によって統治さ

れ、これは ICNIRP の科学的任務の実施の基礎を成

すものである。ICNIRP の憲章ならびに ICNIRP に

ついてのその他の情報は、ウェブサイト

www.icnirp.org で入手可能である。 

 

独立性および透明性 

ICNIRP にとって、メンバーの利益が ICNIRP の

ガイダンスの独立性に影響を及ぼすのを避けるこ

とは不可欠である。メンバーは、NIR の安全性の問

題についての彼らの判断に影響力を及ぼすリスク

のある、NIR に関連する営利活動を行う事業体、ま

たはその他の NIR 利益団体と、専門的または資金的

な結びつきを一切有してはならないというのが、

ICNIRP のアプローチの一般原則である。そのよう

な［NIR の安全性の問題についての彼らの］判断は

科学的動機によってのみ導かれることが望ましい。 

ICNIRP 委員会および SEG のメンバーには、独立

性についての ICNIRP の方針に従い、ICNIRP に対

する活動に関連した個人的利益［がないこと］を宣

言し、これを毎年更新することが求められる。具体

的には、ICNIRP メンバーには、ICNIRP の活動に関

連する、過去、現在および予定されている将来の活

動、関係および資産、ならびに、その他の利益相反

を潜在的に代表するとみなされる可能性のあるも

のを報告することが求められる。これには以下のも

のが含まれる： 

・ 雇用上の地位； 

・ 有給または無給のコンサルタント、アドバイ

ザーの地位およびサービス； 

・ 営利組織から受領した研究支援； 

・ 投資および商業的利益； 

・ 知的所有権； 

・ メンバーが個人的または専門的な結び付き

を有する人物の関連する利益 

 

ICNIRP は、ICNIRP の特定の助言から経済的に利

益を得る可能性のある企業またはその他の組織に

雇用されている人々がメンバーとなることを許可

しない。相克する組織に対する有償のコンサルタン

トも、ICNIRP によって潜在的な利益相反とみなさ

れるので、そのような組織に対するコンサルタント

として働く人物は通常、ICNIRP の活動に貢献する

ことはできない。稀な状況においては、ICNIRP の

活動に貢献できることがある（例えば、報酬が非常

に少ない、または ICNIRP の特定の活動に関連せず、

利益相反とならない場合）。その場合、透明性を担

保するため、利益［がないこと］の宣言とあわせて、



ICNIRP の決定についての理由が提示される。 

利益［がないこと］の宣言は全て、ICNIRP によ

る評価と共に、ICNIRP のウェブサイトで公開され

ている。更に、ICNIRP の刊行物には、個人的利益

［がないこと］の宣言がオンラインで参照できると

いう注記が盛り込まれている。 

 

ICNIRP はどのように資金を得ているのか？ 

ICNIRP はその憲章に従う、非営利の科学組織で

ある。ICNIRP は産業界からの資金を一切受けない。

ICNIRP の資金は非営利の政府および科学的な組織

および機関に由来する。資金は、ICNIRP の科学的

独立性が保たれるということを理解した場合にの

み受領される。資金提供組織は、ICNIRP のウェブ

サイトおよびそこからアクセスできる年次報告書

に掲載されている。 

ICNIRP のメンバーは、ICNIRP の活動に奉仕した

時間に対して支払いを受けない。場合によっては、

彼らの雇用者（一般的には学術機関または放射線防

護組織）が、労働時間の一部を ICNIRP の活動に用

いることを許可することがある。また、ICNIRP の

メンバーが彼ら自身の時間に一切の金銭的報酬な

しに、ICNIRP の活動について労働することもある。 

 

他の組織との協働 

異なる科学的組織との協働は、包括的で一貫した

NIR 防護体系の担保において重要な要素である。

ICNIRP は、NIR 防護に関心のある国際的な、およ

び各国の非営利組織のメンバーとの強力な協働関

係を維持する。これには、国際放射線防護学会

（IRPA）、世界保健機関（WHO）、国際労働機関

（ILO）、世界気象機関（WMO）および欧州委員会

（EC）が含まれる。また ICNIRP は随時、ドイツ連

邦環境省、英国イングランド公衆衛生局の放射線防

護部門、オーストラリア放射線防護・原子力安全庁

（ARPANSA）といった、各国の放射線防護当局と

協働している。 

 

ICNIRP が作成するガイダンスの種類 

ICNIRP の NIR 防護ガイダンスは、「ガイドライ

ン」、「レビュー」、および「声明」の形で、オンライ

ンで無料公開される。 

ガイドラインは、NIR ばく露によって生じる危害

のリスクを低減または回避する規制の確立のため

に規制当局および保健当局が利用できるような方

法で、放射線防護ガイダンスを提示するために設計

されている。ガイドラインは、潜在的な健康への悪

影響を全て考慮し、科学的証拠における不確かさを

考慮に入れている。ガイドラインは、ICNIRP の「非

電離放射線防護のための原則」（ICNIRP 2020）によ

って支えられている。この原則には、そうすること

が適切な場合における、NIR ばく露の正当化、最適

化、および制限が含まれる。ガイドラインは、健康

および安全に対するその重要性から、公開協議を通

じた実質的に意味のある専門家および公衆による

評価の対象となる。ICNIRP は推奨事項の作成にお

いて、防護対策の基礎となる原則を考慮するが、適

切な規制および行動規範の策定の責任は、各種の国

際的および各国の当局／機関に委ねる。 

ICNIRP はまた、さまざまな論点についてのレビ

ューおよび声明を作成する。これは、ICNIRP ガイ

ドラインに対する補足情報、NIR と健康についての

科学的証拠に対する評価、NIR 防護の論争に対して

重要な研究論文の批評、すなわち、より一般的には、

NIR 防護の適切な議論を可能にするために重要で

あると ICNIRP がみなす文書の評価を提示すること

がある。 

社会に対して一般的な情報を提示するため、

ICNIRP は NIR についての「背景情報ノート」およ

び「よくある質問」もウェブサイトに掲載する。こ

れらは、NIR の安全性についてのさまざまな論点を

理解する助けになり得る情報を読者に提示するこ

とを意図している。これらは読者のニーズに応える

ことに特に強く焦点を絞っているため、ICNIRP が

受ける、またはコミュニティにとって最も関心があ

るであろうと ICNIRP が信じる主な質問に焦点を絞



っており、従って日常的な言葉で書かれており、そ

こで述べられていることの根底にある詳細な科学

的文献をほとんど参照していない。 

ICNIRP はまた、さまざまな聴講者に現在の科学

的知識についての情報を提供し、NIR 防護について

の対話を進める機会を提示するためのワークショ

ップを開催している。 

 

ICNIRP は科学的証拠をどのように 

評価しているのか？ 

ICNIRP は、NIR への短期的および長期的なばく

露の両方からの健康への悪影響に対する防護につ

いての助言を提示することを意図しており、WHO

の健康の定義：「健康とは、肉体的、精神的および社

会的に完全に良好な状態であり、単に疾病または病

弱の存在しないことではない」を用いている

（ICNIRP 2020）。ICNIRP の助言は、入手可能な全

ての科学的証拠の詳細な評価に基づいており、いか

なる科学的証拠をも無視または見落としていない。

但し、孤立しているとみなされる単一の研究が、NIR

が人々または環境において健康への悪影響を生じ

得る、またはそれに寄与し得るかどうかという疑問

に対して意味のある回答を提示することはない、と

いうことに留意することが重要である。情報を得た

上で結論を下すには、全体としての科学の重み付け

が重要である。 

ICNIRP は、科学的に実証された影響のみに基づ

いてガイダンスを提示する。一般的に、二つ以上の

研究で影響が観察される必要があり、異なる種類の

研究（疫学または実験研究）が考慮される。受け入

れられている科学的実践および品質規準に従って

研究が実施されることが明らかな必要条件である。

全ての種類の研究に共通する規準もあれば、研究の

種類に固有の規準もある。実験研究では、適切なド

シメトリおよび擬似ばく露群がこれに含まれるが、

これだけではない。疫学研究では、バイアスの最小

化が必須であり、これには調査対象集団の適切な説

明、良好に定義されたばく露のコントラスト、交絡

因子の適切な同定と制御が含まれる。全ての研究に

ついて、データの分析は適切な統計的手順を用いて

実施することが望ましい。これは全体として、結果

を科学的文献の文脈でより一般的に説明できるこ

とが望ましい、ということを意味している。ICNIRP

の文書において、「証拠」はこの文脈で用いられ、

「実証された影響」はこの証拠の定義を満たす報告

された影響を意味するために用いられる。 

ICNIRP は、提示されたガイダンスの決定の理由

および方法についての透明性が重要であるとみな

している。各種の周波数または波長領域に固有の手

順および熟慮ならびに情報源についての説明は、

ICNIRP の科学的レビュー、ばく露ガイドライン、

声明、および実践的ガイダンス、ならびに公開プレ

ゼンテーションおよびフォーラムにおいて広めら

れる。 

科学は進化し続けており、ICNIRP は何らかの新

たな証拠がガイダンスに組み込まれることを担保

するため、全ての研究分野のレビューを続ける。 

 

結論 

ICNIRP は、人々の健康および環境に対する NIR

の影響についての知識の現状を評価し、NIR 防護に

ついての助言（ばく露制限についてのガイドライン

を含む）を提示する、独立した、非営利の科学的組

織である。ICNIRP における会員資格は、商業的ま

たはその他の既得権がない、NIR 防護に関連する科

学分野における専門家に限定される。ICNIRP の資

金は非営利の政府および科学的な組織から提供さ

れ、産業界またはその他の利益団体からの資金を一

切受けない。包括的で一貫した NIR 防護体系の担保

のため、ICNIRP は NIR 防護に関心のある国際的な、

および各国の非営利組織のメンバーとの強力な協

働関係を維持する。ICNIRP の助言は、入手可能な

全ての科学的証拠の詳細な評価に基づいており、科

学的に実証された影響のみに基づいてガイダンス

を提示する。 
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〔翻訳について〕 

このステイトメントの日本語訳は、ICNIRP から正式な承認を得て、電磁界情報センター

が原文（英文）にできるだけ忠実に作成いたしました。日本語訳に関する文責は電磁界情報

センターにあります。文意は原文（英文）が優先されますので、日本語訳における不明な箇

所等につきましては原文（英文）でご確認下さい。(2022 年 5 月) 


